
6   令和３年 12 月定例会

小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。 １２月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

総
　
務

（委　員）

◎村 田

〇戸 田

   市 村

   大 槻

   岩 本

   谷 仲

文
教
福
祉

（委　員）

◎木 村

〇長 津

   小 川

   長 島

   幡 谷

   植 木

   香 取

問  

南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
借
地
部
分
を
地
権
者
の
意
向

     

に
よ
り
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
購
入
面
積
、
単
価

     

は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
借
地
に
つ
い
て

     

今
後
の
対
応
は
。

答  

小
川
南
小
学
校
の
南
側
に
あ
る
２
筆
、
計
４
，
０
６
８
平
方

　
　

 

メ
ー
ト
ル
を
約 

５
，
７
０
０
円
／
平
方
メ
ー
ト
ル
で
購
入

　
　

 

予
定
。
残
る
借
地
部
分
は
、
今
後
も
借
地
を
継
続
し
て

　
　
　

い
く
。

◆ 

小
川
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
取
得

◆ 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕

問  

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
漏
水
修
繕
工
事
と
照
明

    

修
繕
工
事
の
内
容
と
工
期
は
。      

答 

多
目
的
ホ
ー
ル
及
び
２
階
雨
漏
り
の
防
水
工
事
と

    

多
目
的
ホ
ー
ル
の
天
井
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
へ
の
交
換

    

工
事
を
年
度
内
に
完
了
し
た
い
。

問  

出
産
祝
い
金
が
増
え
た
の
は
、
出
生
数
が
増
え
た
か
ら
か
。

答  

当
初
２
５
０
名
程
度
で
予
算
計
上
を
し
た
。
今
年
度
実
績

     

で
は
、
昨
年
度
末
か
ら
の
方
が
２０
名
、
４
月
以
降
の
方
が

     

９
月
末
ま
で
で
１
６
５
名
、
合
わ
せ
て
１
８
５
名
が
出
産

　
　

 

祝
い
金
を
受
給
し
て
い
る
。
11
月
末
現
在
２
２
０
名
と
な

     

っ
て
い
る
の
で
、
３
０
０
名
近
く
に
な
る
見
込
み
か
ら
予
算

     

の
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
補
正
計
上
し
た
。

◆ 

出
産
祝
い
金
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
議
案
第

100
号
】

　
　
　
　

【
議
案
第

100
号
】

　
　
　
　

【
議
案
第

100
号
】

▲ 小川北中学校 ICT 授業の現地視察

問   

普
通
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
が
、　

大
幅
に
増
え
て

　
　
　

 

い
る
が
、
前
年
度
と
の
差
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答   

普
通
交
付
税
は
、
必
要
経
費
の
ほ
か
に
、
地
域
デ
ジ
タ
ル

      

推
進
費(

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
需
要
額)

が
新
た
に

      

追
加
さ
れ
た
こ
と
が
増
額
の
要
因
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
国
で
も
減
収
見
込
み

　
　
　

 

を
踏
ま
え
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
予
算
を
大
き
く
増
や
し

　
　
　

 

て
い
る
背
景
が
あ
る
。
本
市
で
も
財
源
不
足
が
増
え
、

　
　
　

 

臨
時
財
政
対
策
債
の
振
替
額
が
今
回
大
幅
に
増
え
た
こ
と

　
　
　

 

が
要
因
。

 

◆ 

※
１ 

普
通
交
付
税 

お
よ
び 

※
２ 

臨
時
財
政
対
策
債

　
　
　
　

【
議
案
第

100
号
】

▲ 付託議案を審査
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7議会だより 第 64 号

問　
　

 

災
害
等
に
よ
り
市
の
浄
水
場
に
不
具
合
が
発
生

　
　
　
　

し
た
場
合
な
ど
は
、
県
中
央
広
域
水
道
か
ら
ど

　
　
　
　

れ
く
ら
い
供
給
が
可
能
な
の
か
。

答　
　

 

小
川

・
美
野
里
そ
れ
ぞ
れ
１
日
あ
た
り
３
０
０
ト

　
　
　
　

ン
供
給
し
て
も
ら
え
る
。

◆ 

※
４

県
中
央
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業 

【
議
案
第

105
号
】

産
業
建
設

（委　員）

◎荒　川

〇島　田

   野　村

   田　村

   福　島

   石　井

◆ 

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金
　
　
　
　    

【
議
案
第

100
号
】

　
問  　

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金
の
補
正
額
が
大
き
い
が

　
　
　
　

要
因
は
。　
　

答  　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
無
償
で
引
取
り
し
て

       

い
た
業
者
が
引
取
り
を
中
止
し
た
た
め
、
こ
の

       

事
業
で
の
排
出
量
が
増
加
し
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
　
　

 

補
助
事
業
の
増
額
補
正
の
要
因
と
事
業
活
用

件
数

・
振
込
日
は
。

答　

  　

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
外
食
需
要
が
激
減
し
た
こ

と
か
ら
、
主
食
米
の
在
庫
が
増
加
し
、
米
の
価

格
下
落
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
昨
年
度
と
比
較

し
て
、
主
食
用
米
の
作
付
け
が
減
少
し
、
飼
料

用
米
な
ど
に
作
付
け
転
換
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

る
も
の
。
事
業
活
用
件
数
は

547
名
で
12
月
23
日

に
交
付
を
予
定
し
て
い
る
。

要
望　
　

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
農
業
経
営
も
厳
し
い
状

況
な
の
で
、
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。

◆ 

水
田
活
用
事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
　
【
議
案
第

１０0
号
】

▲ 本会議での委員長報告

問   

ビ
ジ
ョ
ン

（
素
案
）
を
作
っ
て
い
く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

　
　
　

 

分
野
に
お
い
て
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
小
美
玉
を

　
　
　

 

中
心
と
し
た
意
見
が
言
え
る
の
か
。

答   

９
つ
の
自
治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
は
あ
る
が
、
基
本

　
　
　

施
策
に
沿
っ
た
形
で
あ
れ
ば
、
民
間
の
委
員
に
よ
る
積
極
的
な

　
　
　

発
言
や
事
務
方
で
の
調
整
な
ど
、
最
終
的
な
詰
め
を
進
め

　
　
　

て
い
く
。
発
言
や
要
望
の
機
会
は
あ
る
。　

 

◆
※
３

い
ば
ら
き
県
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

【
議
案
第
99
号
／
議
案
第

106
号
／
議
案
第

107
号
】　

 

※
３ 

… 

県
央
地
域
９
市
町
村
に
お
い
て
茨
城
県
央
地
域
定
住

　
　
　
　
　
　

 

自
立
圏
を
形
成
し
、
医
療
、
福
祉
、
観
光
な
ど
の
分
野

　
　
　
　
　
　

 

で
連
携
し
て
き
た
が
、
よ
り
広
範
な
分
野
で
連
携
可
能

　
　
　
　
　
　

 

と
な
る
連
携
中
枢
都
市
圏
へ
移
行
す
る
も
の

【 

構
成
市
町
村 

… 

９
市
町
村 

】

　
　

  

連
携
中
枢
都
市　

  

水
戸
市

　
　

  

連
携
市
町
村　
　

笠
間
市　

・　

ひ
た
ち
な
か
市

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

那
珂
市　

・　

小
美
玉
市

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

茨
城
町　

・　

大
洗
町

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

城
里
町　

・　

東
海
村  

※
１ 

…
普
通
交
付
税
は
、
基
準
財
政
需
要
額

（
保
健
福
祉
費　

　

や
公
債
費
な
ど
の
市
の
必
要
経
費
）
か
ら
基
準
財
政　

　

収
入
額

（
市
税
等
の
収
入
見
込
額
）
を
差
し
引
い
た　

　

財
源
不
足
と
な
る
額
を
基
準
に
交
付
さ
れ
る
。

 　  

※
２ 

… 

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
交
付

　

 　
　
　
　
　

す
る
地
方
交
付
税
の
原
資
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　

 

代
わ
り
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
い
う
地
方
債

（
借
金
）

            

を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
足
分
を
ま
か
な
っ
て

            

い
る
。
な
お
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
利
償
還
金
相

　
　
　
　
　
　

 

当
額
は
、
そ
の
全
額
を
後
年
度
の
普
通
交
付
税
に
よ
り

　
　

措
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

※
４ 

…  

水
道
事
業
は
、
「
水
道
法
」
に
よ
り
、
市
町
村
が

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
ダ
ム
や
浄
水
場
の            

建
設
に
は
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
、
市
町
村
が

こ
れ
を
単
独
で
実
施
す
る
の
は
、
財
政
的
に
困
難

な
こ
と
か
ら
、
県
企
業
局
が
市
町
村
に
代
わ
っ
て

水
源
を
確
保
す
る
事
業
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特別委員会

※
一
般
質
問
の
掲
載
記
事
は
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問

市
政
を
質た
だ

す
！

 12 名
P  ９ 木村　喜一

 小川　賢治

P １０ 長島　幸男

 島田　清一郎

P １１ 戸田　見良

 石井　　旭

P 12 福島　ヤヨヒ

 植木　弘子  

P 13 香取　憲一

 村田　春樹

P 14 谷仲　和雄

 長津　智之

※質問順

百里基地対策

　12 月 6 日の特別委員会では、 陸上自衛隊Ｖ -22 オスプレ

イの訓練に関して 9 月定例会で 「協定書締結に関する陳情書」

を採択したあとの動向について説明を受けました。 また、 安全

性に関する根拠データの提供や暫定配備先の視察について防

衛局へ申し入れた成果として、 地元協議会役員とともに木更津

駐屯地へ V-22 オスプレイの視察を行うことができました。

　また、 米軍再編に係る航空機訓練移転 （→ P16 参照） につい

ても協議しました。

▲ 11/24 木更津駐屯地視察　（百里基地周辺 5 市町連絡会主催）

  百里基地対策に係る諸課題を調査し、 基地周辺

地域の生活環境の向上を図るため関係機関への

要請、 折衝を行います。

小美玉市議会は４つの特別委員会 （百里基地対策 ・ 茨城空港周辺地域振興対策

・ 議会活性化 ・ 広報） を設置しています。

今回は百里基地対策と茨城空港周辺地域振興対策の２つの特別委員会についてお知らせします。

茨城空港周辺地域振興対策

▲ 12/14 開催の特別委員会 において協議

　 茨城空港を核とした、 「まちづくり構想」 に定める

取り組み方針で示された、「そらら拡張」「そらら参道」

「エコトープ」 「J フロント」 の 4 つの整備候補地及び、

空港アクセス沿道エリアの一体的な地域振興につい

て、 重点的に調査、 研究をしています。

　今年度の取り組み状況について、 「小美玉市まちづく

り構想推進委員会」 での意見や現時点における今後の

計画などの報告を受け、 慎重に協議しました。 委員か

らは、 コンセプトを整理していく中で、 どの部分を大事

にしていくか、 検討事項の具体的な内容などの質疑が

ありました。

一般質問


